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平成１８年第２回（６月）岬町議会定例会第２日会議録 

 

○平成１８年６月７日（水）午前１０時４３分開議 

 

○場 所   岬町役場議場 

 

○出席議員 次のとおり１４名であります。 

  １番 川 端 啓 子   ２番 鍛 治 末 雄   ３番 和 田 博 之 

  ５番 奥 野   学   ６番 中 原   晶   ７番 辻 下 正 純 

  ８番 竹 内 邦 博   ９番 出 口   実   10番 反 保 多喜男 

  11番 岡 本 重 樹   12番 和 田 勝 弘   14番 福 田   収 

  15番 谷 本   貢   16番 田 島 乾 正   17番  （欠員） 

  欠席議員 次のとおり１名であります。 

   13番 鳥谷部   昭 

  欠  員 １名 

  傍  聴 ０名 

 

○地方自治法第１２１条の規定により本会に出席を求めた者は次のとおりであります。 

町 長 石 田 正 弘 助 役 平   徹 也 

教 育 長 田 中 繁 樹 総 務 部 長 中 口 守 可 

総務部理事 嶋 本 良 二 総務部理事 古 田   正 

総務部副理事兼 

総務法制課長 
南   康 明 企 画 部 長 竹 本 靖 典 

住 民 部 長 白 井 保 二 
住民部副理事兼 

住民生活課長 
岡 本   茂 

福 祉 部 長 芦 田 貴志雄 事 業 部 長 松 永 英 三 

事業部理事 藏ヶ崎 龍 男 上下水道部長 末 原 光 喜 

収入役室副理事 

兼会計課長 
谷 口 桂 三 教 育 部 長 岡 田 耕 治 
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教育委員会副理事 

兼生涯学習課長 
渕 原 義 仁 

教育委員会副理事 

兼青セ文セ所長 
一 本 稔 明 

教育委員会副理事 

兼淡輪公民館長 
入 口 博 行 総務部危機管理課長 亀 崎 義 夫 

総 務 部 

行財政改革課長 
四至本 直 秀 住民部保険年金課長 谷 下 芳 文 

事業部第二阪和等 

プロジェクト推進課長 
西   啓 介   

 

○本会の書記は次のとおりであります。 

議会事務局長 辻 下 一 博 
議会事務局主幹 

兼議会係長 
竹 下 雅 樹 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 

  日程１ 議案第４８号 専決処分の承認を求める件 

（平成１７年度岬町一般会計補正予算（第９次）） 

  日程２ 議案第４９号 専決処分の承認を求める件 

（平成１７年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 

（第４次）） 

  日程３ 議案第５０号 専決処分の承認を求める件 

（平成１７年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第４次）） 

  日程４ 議案第５１号 専決処分の承認を求める件 

（平成１７年度岬町下水道事業特別会計補正予算（第１次）） 

  日程５ 議案第５２号 専決処分の承認を求める件 

（平成１７年度岬町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２ 

 次）） 

  日程６ 議案第５３号 専決処分の承認を求める件 

（平成１８年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 

 （第１次）） 

  日程７ 議案第５４号 専決処分の承認を求める件 

（平成１８年度岬町老人保健特別会計補正予算（第１次）） 

  日程８ 議案第５５号 平成１８年度岬町一般会計補正予算（第１次）の件 
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  日程９ 議案第５６号 平成１８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）の件 

  日程10 議案第５７号 平成１８年度岬町多奈川財産区特別会計補正予算（第１次）の件 

  日程11 議案第５８号 平成１８年度岬町谷川財産区特別会計補正予算（第１次）の件 

  日程12 議案第５９号 平成１８年度岬町水道事業会計補正予算（第１次）の件 

  日程13 議案第６０号 岬町立淡輪老人福祉センター条例の一部を改正する件 

  日程14 議案第６１号 岬町老人医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の一部 

を改正する件 

  日程15 議案第６２号 岬町国民健康保険条例の一部を改正する件 

  日程16 議案第６３号 岬町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する件 

  日程17 議案第６４号 岬町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部 

を改正する件 

  日程18 議案第６５号 監査委員の選任について同意を求める件 

  日程19 報告第 １ 号 平成１７年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書報告の件 
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（午前１０時４３分 開議） 

○和田博之議長 おはようございます。 

  ただいまから平成１８年第２回岬町議会定例会２日目を開会いたします。 

  ただいまの時刻、午前１０時４３分でございます。 

  本日の出席者は１４名、欠席者は１名、欠員は１名であります。 

  出席者数が定足数に達しておりますので、本定例会は成立いたしました。 

  本定例会には、町長以下の関係職員の出席を求めております。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１、議案第４８号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町一般会計

補正予算（第９次））」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程１、議案第４８号、専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町一般会計

補正予算（第９次））につきまして、ご説明いたします。 

  平成１７年度一般会計決算（見込）におきまして、大阪府市町村振興補助金等の確定に伴う財

源更正及び地方債借入額の決定による地方債限度額の変更等に係る補正予算を調製し、議会の議

決を経る必要が生じましたが、議会を招集するいとまがないため、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、平成１８年３月３１日付で専決処分をさせていただいたものでございます。 

  補正予算の内容を説明させていただく前に、平成１７年度一般会計の決算見込みについて説明

させていただきます。今日の厳しい経済情勢を受けまして、本町の財政は引き続き非常に厳しい

状況にございます。平成１７年度決算におきましても、財政調整基金等各種基金を取り崩しまし

て、不足する一般財源を補うという非常に厳しい財政運営となりましたが、大阪府市町村振興補

助金や泉州地域振興基金など、積極的に財源の確保を行うとともに、歳出の見直しなどの取り組

みを進めた結果、最終的に不足財源を補うための基金の取り崩しは６億９，０００万円程度とな

る見込みでございます。 

  景気には若干の明るさが見えつつありますが、国の三位一体の改革の総仕上げの年度を迎え、

地方交付税や国庫補助金の厳しい見直しがされることにより、今後も厳しい財政運営が続くと見

込まれておるところでございます。 

  なお、決算の詳細につきましては、決算認定議案上程時に改めてご報告させていただきます。 
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  それでは、補正予算の内容を説明させていただきます。 

  平成１７年度一般会計補正予算（第９次）につきましては、特定財源の確定に伴う財源更正及

び歳出不用額の調整等を行うことによりまして、これまで財源といたしておりました財政調整基

金繰入金を減額する内容となっております。 

  議案書１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，７９９万５，０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６８億６５９万７，０００円とするものでございます。 

  歳入予算の概要につきまして、ご説明いたします。２ページをご参照願います。なお、詳細に

つきましては１０ページ以降に記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  まず、町税につきましては、実績に伴いまして５５９万１，０００円を増額計上いたしており

ます。 

  地方譲与税、利子割交付金等の各種交付金につきましては、交付決定に伴いまして２，２６０

万円を計上いたしております。 

  地方交付税につきましては２，６０７万８，０００円を減額計上いたしております。特別地方

交付税につきましては、豪雪等の被災地の重点配分されることとなっているのが減額の要因とな

っております。 

  使用料及び手数料につきましては、公営住宅使用料で３７０万１，０００円を減額計上いたし

ております。 

  国庫支出金につきましては、各種補助金等の交付額の確定に伴いまして４３１万２，０００円

を減額計上いたしております。主な内容といたしましては、身体障害者保護費国庫負担金１１８

万６，０００円、知的障害者施設訓練等支援費等国庫負担金２３８万６，０００円、在宅心身障

害児福祉対策費補助金４９５万９，０００円等を減額計上し、知的障害者施設訓練等支援費等国

庫負担金精算分３１７万７，０００円等を計上するものでございます。 

  府支出金につきましては、各種補助金等の交付額の確定に伴いまして３，７８１万円を計上い

たしております。主な内容といたしましては、大阪府市町村振興補助金４，８００万円等を計上

するとともに、重度障害者医療費公費負担助成事業補助金４４３万６，０００円等を減額計上す

るものでございます。 

  財産収入につきましては、基金預金利子２１万７，０００円を減額計上いたしております。 

  繰入金につきましては、特定財源の確定に伴う財源更正や歳出不用額の調整を行うことにより

まして、これまで財源といたしておりました財政調整基金繰入金を８４６万円減額計上するとと
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もに、普通建設事業の施設の維持経費に充当するための公共施設整備基金繰入金１億円を減額計

上し、合わせて１億８４６万円を減額計上するものでございます。 

  諸収入につきましては、２５７万２，０００円を計上いたしております。内容といたしまして

は、延滞金２５０万５，０００円、社会福祉協議会補助金返還金９９万９，０００円、同和更正

資金償還金１８万２，０００円を計上し、土砂災害情報相互通報システム受託事業収入１１１万

４，０００円を減額計上するものでございます。 

  町債につきましては、起債許可決定に伴いまして１，６２０万円を計上いたしております。主

な内容といたしましては、公営住宅改修事業債６００万円、小学校整備事業債７００万円等を計

上するとともに、淡輪保育所整備事業債１，５４０万円を減額計上するものでございます。 

  続きまして、歳出予算の概要につきまして説明いたします。５ページをご参照願います。なお、

詳細につきましては、１８ページ以降に記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  議会費につきましては、財源更正によるものでございます。 

  総務費につきましては、１，０３３万２，０００円を減額計上いたしております。主な内容と

いたしましては、財源更正による減額、町税過誤納償還金５１３万９，０００円等を減額計上す

るものでございます。 

  次に、民生費につきましては３，６５４万３，０００円を減額計上いたしております。主な内

容といたしましては、社会福祉総務費の各種扶助費１，５７７万２，０００円、身障医療助成費

７９５万１，０００円、放課後児童健全育成事業運営費等の臨時職員賃金４３７万５，０００円

等を減額計上するものでございます。 

  衛生費につきましては、３２１万１，０００円を減額計上いたしております。内容といたしま

しては、合併処理浄化槽整備費４１万１，０００円、基本健診委託料２８０万円を減額計上する

ものでございます。 

  農林水産事業費につきましては、漁業集落排水事業特別会計繰出金９，０００円を減額計上す

るものでございます。 

  商工費につきましては、海釣り公園駐車場部設計委託料７０万５，０００円を減額計上するも

のでございます。 

  次に、土木費につきましては４５５万円を減額計上いたしております。主な内容といたしまし

ては、下水道事業特別会計繰出金２１２万６，０００円、住宅管理総務費の光熱水費１４２万５，

０００円等を減額計上するものでございます。 

  消防費につきましては、阪南市岬町消防組合の人件費等の減額に伴う負担金９２３万２，００
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０円を減額計上するものでございます。 

  教育費につきましては５８４万１，０００円を減額計上いたしております。主な内容といたし

ましては、幼稚園就園奨励補助金８２万７，０００円、耐震診断委託料１３５万１，０００円、

中学校嘱託職員賃金１１９万６，０００円等を減額計上するものでございます。 

  公債費につきましては、不良住宅地区改善事業費府補助金の確定による財源更正のみとなって

おります。 

  諸支出金につきましては７８７万８，０００円を計上いたしております。これは基金預金利子

及び決算上の歳計余剰金を各種基金に積み立てるべく、歳入予算との調整を行ったことによるも

のでございます。 

  次に、２５ページを参照願います。 

  地方債の補正につきましては、公営住宅改修事業ほか４事業の府貸付金の確定による追加の補

正を行うものでございます。 

  また、２６ページは、農地防災事業ほか５事業の起債限度額の確定に伴う変更の補正を行うも

のでございます。 

  以上が補正予算の内容でございます。よろしくご審議の上、承認賜りますよう、よろしくお願

いいたします。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 反対討論・賛成討論ともになしと認めます。 

  これより議案第４８号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町一般会計補正予算（第

９次））」を起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第４８号は、原案のとおり承認することに決

定しました。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程２、議案第４９号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町住宅新築

資金等貸付事業特別会計補正予算（第４次））」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。企画部長、竹本靖典君。 

○竹本企画部長 企画部の竹本でございます。 

  日程２、議案第４９号、専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町住宅新築資金等貸付事

業特別会計補正予算（第４次））につきまして、ご説明いたします。 

  平成１７年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算（見込）において、繰上償還等に係る

地方債元金及び利子償還金の確定に伴い、公債費に係る補正予算を調製し、議会の議決を経る必

要が生じましたが、議会を招集するいとまがないため、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、平成１８年３月３１日付で専決処分をさせていただいたものでございます。 

  議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ１１１万９，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ２，７７４万６，０００円とするものでございます。 

  歳入歳出予算の概要につきまして、ご説明いたします。２ページをご参照願います。なお、詳

細につきましては４ページに記載されていますので、あわせてご参照願います。 

  歳入につきましては諸収入として貸付元利収入を、歳出におきましては公債費として元金と利

子償還金にそれぞれ１１９万９，０００円を減額計上いたしております。 

  以上が補正予算の概要でございます。よろしくご審議の上、承認賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 反対討論・賛成討論ともになしと認めます。 

  これより議案第４９号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町住宅新築資金等貸付事

業特別会計補正予算（第４次））」を起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第４９号は、原案のとおり承認することに決

定しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程３、議案第５０号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町国民健康

保険特別会計補正予算（第４次））」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 住民部の白井でございます。それでは説明させていただきます。 

  日程３、議案第５０号、専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町国民健康保険特別会計

補正予算（第４次））について、ご説明いたします。 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規

定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

  裏面をごらんくださいませ。 

  まず、専決理由といたしまして、平成１７年度国民健康保険特別会計決算（見込）におきまし

て、大阪府特別調整交付金等特定財源の確定、国保財政基盤安定基金への積み立てに係る補正予

算を調製し、議会の議決を経る必要が生じましたが、議会を招集するいとまがないため、地方自

治法第１７９条第１項の規定により専決処分したものでございます。 

  補正予算書１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億円を追加し、歳入歳出予算の総額を２７億５６２

万３，０００円とするものでございます。 

  それでは、歳入予算の概要についてご説明いたします。２ページをご参照ください。なお、詳

細につきましては５ページに記載しておりますので、あわせてご参照願いたいと思います。 

  療養給付費交付金といたしまして、３，２１７万３，０００円を補正いたしております。これ

は平成１６年度の退職被保険者の療養給付に係る精算分として、社会保険診療報酬支払基金から

の交付金でございます。 

  次に、府支出金、財政調整交付金として２億６２万１，０００円を補正いたしております。こ

れは国庫支出金の一部である財政調整交付金については、国が国保財政の調整を行ってまいりま

したが、平成１７年度の三位一体改革により、その財政調整に係る権限が都道府県に移譲された

ことに伴い、大阪府から財政調整交付金が、普通調整交付金と特別調整交付金の２つに分けまし
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て交付されることになりました。そのうち、今回、特別調整交付金の補正でございます。 

  この特別調整交付金は、各市町村において、国保財政の健全化に取り組む自治体に、特に保健

事業など医療費の軽減に積極的に取り組む本町の実績が大阪府において高く評価されたことによ

り交付されたものでございます。なお、本町は、平成１７年度から、新たに国が推進するヘルス

アップ事業をいち早く取り組み、特に糖尿病予備軍を対象といたしました、いきいきセミナーの

開催、看護師による訪問指導事業などを実施いたしております。特にヘルスアップ事業につきま

しては、事業の実施期間が短い中で、本町が率先して取り組んだことが大きく評価されたものと、

そして、それが交付金の増額につながったと考えているところでございます。 

  次に、繰入金、基金繰入金につきまして、３，２７９万４，０００円の減額補正をいたしてお

ります。これは国保会計の財源調整として１億４，２８９万１，０００円の繰り入れを予定して

おりましたが、さきにご説明いたしました過年度分の療養給付費交付金３，２１７万１，０００

円の歳入がありましたので、その歳入相当額を基金繰入金において調整するため、今回、減額補

正を行うものでございます。 

  続きまして、歳出予算の概要についてご説明いたします。予算書の３ページ、ご参照願います。

なお、詳細につきましては６ページに記載しておりますので、あわせてご参照願いたいと思いま

す。 

  基金積立金、財政安定基金積立金として、２億円を補正いたしております。これは、先ほどご

説明いたしました大阪府からの特別調整交付金に係る補正予算相当額を国保財政基盤安定基金へ

積み立てるため、積立金として２億円を計上したものでございます。 

  なお、今回の基金の積立金の今後の使途につきましては、医療費等の突発的な増加等に伴い、

必要とする保険料を補うための財源とするのではなく、特別調整交付金の交付理由でもご説明い

たしましたとおり、医療費の抑制を目的とした保健事業の財源とする予定でございます。この保

健事業の実施が、今後の医療費総額の抑制につながり、その結果として、国民健康保険料の増加

を抑える要因となると、そのような見込みでございます。 

  以上が補正予算の概要でございます。よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 
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  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 反対討論・賛成討論ともになしと認めます。 

  これより議案第５０号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町国民健康保険特別会計

補正予算（第４次））」を起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第５０号は、原案のとおり承認することに決

定しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程４、議案第５１号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町下水道事

業特別会計補正予算（第１次））」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。上下水道部長、末原光喜君。 

○末原上下水道部長 上下水道部の末原でございます。 

  日程４、議案第５１号、専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町下水道事業特別会計補

正予算（第１次））の件につきまして、説明いたします。 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分いたしましたので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

  専決理由といたしましては、裏面をご参照いただきたいと存じます。 

  平成１７年度岬町下水道事業特別会計決算（見込）におきまして、地方債等特定財源の確定に

伴う財源更正及び地方債借入額の決定による地方債限度額の変更に係る補正予算を調製し、議会

の議決を経る必要が生じましたが、議会を招集するいとまがないため、地方自治法第１７９条第

１項の規定により専決処分をしたものでございます。 

  議案書１ページをごらんください。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億５，５７６万円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７億５，０８８万４，０００円とするものでございます。 

  歳入といたしまして、２ページをごらんいただきたいと存じます。なお、歳入予算の事項別明

細及び詳細につきましては、７ページから９ページに記載しております。 

  まず、繰入金といたしまして、一般会計繰入金の補正額といたしまして２１２万６，０００円
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を減額し、差し引き３億１，９１６万６，０００円とするものでございます。これにつきまして

は、下水道事業特別会計予算の歳入の確定及び歳出の不用額調整に伴う財源更正であります。 

  次に、基金繰入金補正額といたしまして１１万５，０００円を減額し、差し引き８６９万円と

するものでございます。これにつきましては、流域下水道建設負担金及び事業認可変更業務の減

額確定に伴い、特財としての基金繰入金も減額したものであります。 

  町債といたしまして１億３，１３０万円の減額で、差し引きを２億１，５４０万円とするもの

でございます。これにつきましても起債額の確定によるものでございます。 

  国庫支出金といたしまして１，２００万円の減額で、差し引き６，３００万円とするものでご

ざいます。これにつきましては、工事請負費等の落札減による補助対象事業費の減額によるもの

でございます。 

  諸収入といたしまして、雑入では１４１万４，０００円の減額で、差し引き１万９，０００円

とするものでございます。これにつきましては、消費税及び地方消費税が確定申告による還付金

が発生しなかったことが主な要因でございます。 

  使用料及び手数料のうち、使用料といたしまして１１万９，０００円の減額で、差し引き８，

３３５万円とするもので、下水道使用収入の確定に伴う減額によるものでございます。また、手

数料収入が３万８，０００円の増額で、差し引き１３万８，０００円とするもので、排水設備工

事指定業者及び責任技術者の登録更新に係る手数料収入の確定に伴う増額によるものでございま

す。 

  次に、分担金及び負担金で、負担金といたしまして８６２万８，０００円の減額で、差し引き

６，０４９万円とするもので、受益者負担金収入の確定に伴う減額によるものでございます。 

  続きまして、２ページの最終欄と３ページをごらんください。 

  財産収入、財産運用収入といたしまして、下水道区域外流入基金の運用益である基金預金利子

を９万６，０００円減額し、９，０００円とするものでございます。 

  続きまして、歳出につきましては、４ページをごらんいただきたいと存じます。なお、歳出の

事項別明細及び詳細につきましては、１０ページから１１ページに記載しております。 

  総務費のうち下水道総務費、補正額といたしまして２，６１５万７，０００円減額し、差し引

き１億６８７万３，０００円とするものでございます。これは主に、昨年の退職異動に伴う人件

費の減額、改造補助金の減額及び南大阪湾岸流域下水道組合における管理費の減額に伴う負担金

の減額等によるものでございます。 

  事業費といたしまして、下水道事業費１億２，６３７万６，０００円の減額で、差し引き２億
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８，３０６万２，０００円とするものでございます。主な要因といたしましては、落札減による

工事請負費、補償費等の減額によるものでございます。 

  続きまして、公債費を３２２万７，０００円減額し、差し引き３億６，０９４万９，０００円

とするものでございます。これは１６年度起債額の減額確定と借入利率の低率化による減額が主

な要因でございます。 

  次に、地方債補正につきまして、１２ページをごらんいただきたいと存じます。 

  補正前の額といたしまして、限度額３億４，６７０万円を限度額２億１，５４０万円とするも

のでございます。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、従来どおりでございま

す。 

  以上でございます。よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 反対討論・賛成討論ともになしと認めます。 

  これより議案第５１号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町下水道事業特別会計補

正予算（第１次））」を起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第５１号は、原案のとおり承認することに決

定しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程５、議案第５２号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町漁業集落

排水事業特別会計補正予算（第２次））」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。上下水道部長、末原光喜君。 

○末原上下水道部長 上下水道部の末原でございます。 

  日程５、議案第５２号、専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町漁業集落排水事業特別
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会計補正予算（第２次））につきまして、説明いたします。 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分いたしましたので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

  専決理由といたしましては、裏面を参照していただきたいと存じます。 

  平成１７年度岬町漁業集落排水事業特別会計決算見込みにおきまして、地方債等特定財源の確

定に伴う財源更正及び地方債借入額の決定による地方債限度額の変更に係る補正予算を調製し、

議会の議決を経る必要が生じましたが、議会を招集するいとまがないため、地方自治法第１７９

条第１項の規定により専決処分したものでございます。 

  議案書１ページをごらんください。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４６９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３，８２０万２，０００円とするものでございます。 

  歳入といたしまして、２ページの上欄をごらんください。歳入歳出補正予算の事項別明細及び

詳細につきましては、３ページから５ページに記載しております。 

  まず、府補助金、補正額といたしまして２６万円減額し、差し引き２，０２１万５，０００円

とするものでございます。これにつきましては補助対象事業費の減額に伴うものでございます。 

  繰入金といたしまして、一般会計繰入金、補正額といたしまして９，０００円減額し、差し引

き２０８万７，０００円とするものでございます。これにつきましては漁業集落排水事業特別会

計予算の歳入の確定及び歳出の不用額調整に伴う財源更正であります。 

  次に、町債といたしまして２０万円減額し、差し引き１，５９０万円とするものでございます。

これにつきましては、事業費の減額に伴う起債額の確定によるものでございます。 

  続きまして、歳出につきましては、２ページの下段をごらんください。 

  事業費といたしまして、漁業集落排水事業費３６万８，０００円の減額で、差し引き３，８２

０万２，０００円とするものでございます。主な要因といたしましては、落札減による実施設計

委託料の減額等によるものでございます。 

  続きまして、公債費の１０万１，０００円の減額で、これは資金繰り入れの関係で、平成１７

年度予算では、一時借り入れを行わなかったため改減するものでございます。 

  次に、地方債補正につきまして、６ページをごらんいただきたいと存じます。補正前の減額と

いたしまして、限度額１，６１０万円を限度額１，５９０万円とするものでございます。なお、

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、従来どおりでございます。 

  以上でございます。よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げます。 
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○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 反対討論・賛成討論ともになしと認めます。 

  これより議案第５２号「専決処分の承認を求める件（平成１７年度岬町漁業集落排水事業特別

会計補正予算（第２次））」を起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第５２号は、原案のとおり承認することに決

定しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程６、議案第５３号「専決処分の承認を求める件（平成１８年度岬町住宅新築

資金等貸付事業特別会計補正予算（第１次））」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。企画部長、竹本靖典君。 

○竹本企画部長 日程６、議案第５３号、専決処分の承認を求める件（平成１８年度岬町住宅新築

資金等貸付事業特別会計補正予算（第１次））につきまして、ご説明申し上げます。 

  平成１７年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算（見込）において生じる歳入不足額を

平成１８年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入により補てんするための前年度繰上充用

金に係る補正予算を調製し、議会の議決を経る必要が生じましたが、議会を招集するいとまがな

いため、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成１８年５月３１日付で専決処分させて

いただいたものでございます。 

  議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３１８万６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１，６７６万７，０００円とするものでございます。 

  歳入歳出の概要につきましては、２ページをご参照願います。なお、詳細につきましては、４

ページに記載されておりますので、あわせてご参照願います。 
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  歳入につきましては諸収入として貸付元利収入を、歳出におきましては前年度繰上充用金にそ

れぞれ３１８万６，０００円を計上いたしております。 

  以上が補正予算の概要でございます。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上

げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 反対討論・賛成討論ともになしと認めます。 

  これより議案第５３号「専決処分の承認を求める件（平成１８年度岬町住宅新築資金等貸付事

業特別会計補正予算（第１次））」を起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第５３号は、原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程７、議案第５４号「専決処分の承認を求める件（平成１８年度岬町老人保健

特別会計補正予算（第１次））」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 住民部の白井でございます。 

  日程７、議案第５４号、専決処分の承認を求める件（平成１８年度岬町老人保健特別会計補正

予算（第１次））について、ご説明いたします。 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第３項の規定によ

りこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

  裏面をご参照願いたいと思います。 

  まず、専決理由といたしましては、平成１７年度岬町老人保健特別会計決算（見込）におきま

して生じました歳入不足額を平成１８年度の歳入により補てんするため、前年度繰上充用金に係
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る補正予算を調製し、議会の議決を経る必要が生じましたが、議会を招集するいとまがないため、

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分したものでございます。 

  それでは、補正予算の内容をご説明させていただきます。予算書の１ページをごらんになって

いただきたいと思います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，０４９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を２３

億１，９４１万３，０００円とするものでございます。 

  それでは、歳入予算の概要についてご説明いたします。予算書の２ページを、詳細につきまし

ては４ページをあわせてご参照願います。 

  まず、支払基金交付金、審査支払手数料交付金として８万５，０００円を補正いたしておりま

す。これは平成１７年度の審査支払手数料交付金の精算に伴い、その不足額が交付されたことに

よる補正でございます。 

  次に、国庫負担金、医療費負担金としまして１，０４０万５，０００円を補正いたしておりま

す。これにつきましても平成１７年度の老人医療費給付費国庫負担金の精算に伴い、その不足額

が交付されたことによる補正でございます。 

  続きまして、歳出予算の概要についてご説明いたします。予算書の、あわせて２ページを、ま

た詳細につきましては５ページをご参照願います。 

  まず、諸支出金、償還金として３５０万９，０００円を補正いたしております。これは平成１

７年度の医療費の精算に伴い発生しました特定財源の返還金で、その内訳といたしまして、社会

保険診療報酬支払基金からの交付金返還金が７万５，０００円、府負担金の返還金が３４３万４，

０００円となっております。 

  次に、前年度繰上充用金といたしまして、６９８万１，０００円を補正するものでございます。

これは平成１７年度の決算見込みにおいて生じました歳入不足額を平成１８年度の歳入で補てん

する繰上充用金でございます。 

  以上が補正予算の概要でございます。よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 反対討論・賛成討論ともになしと認めます。 

  これより議案第５４号「専決処分の承認を求める件（平成１８年度岬町老人保健特別会計補正

予算（第１次））」を起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第５４号は、原案のとおり承認することに決

定しました。 

  お諮りいたします。暫時休憩いたしたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。暫時休憩することと決定いたしました。 

  暫時休憩します。その場でお待ちください。 

（午前１１時２５分 休憩） 

 

（午前１１時３０分 再開） 

○和田博之議長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程８、議案第５５号「平成１８年度岬町一般会計補正予算（第１次）の件」を

議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程８、議案第５５号、平成１８年度岬町一般会計補正予算（第１次）の件につ

きまして、ご説明いたします。 

  平成１８年度におきましても、引き続き歳入面では、国の三位一体改革に伴う地方交付税や国

庫補助金の見直し、歳出面では、公債費の増加等によりまして多額の財源不足が予想されること

から、今般の補正予算につきましては、緊急性の高い経費を中心といたしまして編成いたしたと

ころでございます。 

  議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，８３４万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７８億９，５３４万９，０００円とするものでございます。 
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  歳入予算の概要につきましてご説明いたします。２ページをご参照願います。なお、詳細につ

きましては７ページ以降に記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  まず、使用料及び手数料につきましては、墓地使用料１７万１，０００円を計上いたしており

ます。国庫支出金につきましては、まちづくり交付金の内示額の確定に伴いまして４，３２０万

円を計上いたしております。 

  府支出金につきましては、委託金２６７万円を計上いたしております。内容といたしましては、

生徒指導推進協力員活用調査研究委託金３５万円及び学校評価システム構築事業委託金２３２万

円はともに事業決定を受け、計上いたしております。 

  繰入金につきましては、本補正予算の所要の財源を賄うべく、公共施設整備基金繰入金１，０

０５万６，０００円を、また、多奈川財産区特別会計繰入金として、多奈川小学校遊具設置並び

に集会所備品購入を目的といたしまして２２９万８，０００円、合わせて１，２３５万４，００

０円を計上いたしております。 

  諸収入につきましては、コミュニティ助成金８０万円、消防団員退職報償金２３９万４，００

０円、第二阪和国道文化財発掘調査受託事業収入１，０５６万円、合わせて１，３７５万４，０

００円を計上いたしております。 

  町債につきましては、国庫支出金の増額等により、地域振興施設整備事業債２，３８０万円の

廃止を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきましてご説明いたします。３ページをご参照願います。なお、詳

細につきましては９ページ以降に記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  総務費につきましては、多奈川財産区特別会計繰入金に係る集会所備品購入費１９万８，００

０円を計上いたしております。 

  民生費につきましては、出産育児一時金の法改正に伴う国民健康保険特別会計繰出金７３万４，

０００円、淡輪保育所重油対策費として１６２万３，０００円を計上いたしております。 

  衛生費につきましては、墓地返還に伴う返還金としまして１７万１，０００円を計上いたして

おります。 

  商工費につきましては、（仮称）海釣り公園整備事業内容の確定に伴い２，５２９万円を計上

いたしております。 

  土木費につきましては、西畑線整備に伴う予定用地買収地の地籍更正等によるもので、１１７

万円を計上いたしております。 

  消防費につきましては、消防団員の退職者の増加に伴いまして、消防団員退職報償金２７０万
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７，０００円、女性消防団訓練用小型動力ポンプ設置費８２万８，０００円を計上いたしており

ます。 

  教育費につきましては、府補助金の内示額の確定に伴いまして、生徒指導推進協力員活用調査

研究委託事業費３５万円並びに学校評価システム構築事業費２３２万円、多奈川財産区特別会計

繰入金による多奈川小学校遊具設置費２１０万円、岬中学校体育館雨漏り修繕料２９万８，００

０円、第二阪和国道文化財発掘調査事業１，０５６万円、合わせて１，５６２万８，０００円を

計上いたしております。 

  次に、１２ページを参照願います。 

  債務負担行為の補正につきましては、土砂採取跡地整備事業の追加に係る限度額の補正を行う

もので、限度額３億４，４００万円を追加するものでございます。 

  次に、１３ページをご参照願います。 

  地方債の補正につきましては、地域振興施設整備事業債の廃止に係る補正を行うもので、限度

額２，３８０万円を廃止するものでございます。 

  以上が補正予算の概要でございます。なお、総務文教委員会並びに事業民生委員会に付託の予

定と伺っております。よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教、事業民生の各常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大

綱的質疑を受けたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「平成１８年度岬町一般会計補正予算（第１次）の件」につい

ては、会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教、事業民生の各常任委員会に付託いたし

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、総務文教、事業民生の各常任委
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員会へ付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程９、議案第５６号「平成１８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１

次）の件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 住民部の白井です。 

  それでは、説明させていただきます。 

  日程９、議案第５６号「平成１８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）」につい

て、ご説明させていただきます。 

  今回の補正予算は、少子化に対応する国の医療費制度改革大綱を踏まえ、国保加入者の出産育

児一時金を現行の「３０万円」から「３５万円」に引き上げること。また、国の老人保健法の対

象とならない年齢１５歳から３９歳までの、いわゆる若年層を対象に、岬町が実施する基本健診

の受診を進め、その受診費用を国民健康保険会計が負担する新たな保健事業を予定し、これらに

係る予算を補正するものでございます。 

  それでは、予算書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ２４億６，０７８万１，０００円とするものでございます。 

  それでは、歳入予算の概要につきまして、ご説明いたします。予算書については２ページを、

詳細につきましては４ページをあわせてご参照願いたいと思います。 

  先ほどの出産育児一時金の財源内訳につきましては、その３分の２を一般会計からの繰入金に

よって、その残りの３分の１は国民健康保険料で賄われます。よって、国民健康保険料、一般被

保険者国民健康保険料として３分の１相当額の３６万６，０００円を、また、繰入金、一般会計

繰入金として、その３分の２相当額７３万４，０００円をそれぞれ補正するものでございます。 

  次に、府支出金、財政調整交付金として４９万円の補正を予定いたしております。これは、先

ほどご説明いたしました、若年層の基本健診事業が、全額調整交付金の対象となる予定であるこ

とから、その対象経費の予算額を計上するものでございます。 

  続きまして、歳出予算の概要についてご説明いたします。予算書の同じく２ページを、詳細に

つきましては５ページをあわせてご参照願いたいと思います。 

  まず、保険給付費、出産育児一時金としまして、１１０万円を補正するものでございます。こ
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れは、本年１０月から出産育児一時金を５万円引き上げることに伴う補正でございます。 

  次に、保健事業、保健衛生普及費として４９万円を補正するものでございます。これは先ほど

ご説明いたしました、若年層を対象とした基本健診事業委託料でありまして、基本健診料を負担

することによりまして、若年者層の受診を進め、若年者の健康管理意識をより高めることを目的

としたものでございます。 

  以上が補正予算の概要でございます。本件につきましても事業民生委員会に付託の予定と伺っ

ております。よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

  ちょっと補足の方、説明させていただきます。議案第５６号の表紙をあけていただきたいわけ

なんですけども、その中の件名でございます。平成１８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算

の健康保険の保険の「険」ですが、健康の「健」と書いています。これは生命保険とかの保険の

「険」の誤りでございますので、申しわけございません。修正の方、よろしくお願いしたいと思

います。重ね重ね申しわけございません。よろしくお願いします。 

  申しわけございません。この修正につきましては、まことに申しわけないんですけども、議案

書につきましても差しかえの方、させていただきたいと思いますので、よろしくご了解願いたい

と思います。 

○和田博之議長 ただいま字句の訂正がありました。議案第５６号の平成１８年度岬町国民健康保

険の保険の「険」ですね。これが健康の「健」になっていますけども、これは１ページめくって

いただきましたら書いてありますけども、こちらの方がおうてるということでございますので、

これについては表題を差しかえさせますんで、よろしくお願いしたいと思います。 

  こういうことのないように、きちっとした文書管理をするような制度をやっぱり設けていただ

きたいな。これ、特に議会に出してくるというのは、これは住民の代表のとこですから、住民の

とこへ出すということでありますから、そういう意識を持って対応していただきたい、このよう

に思います。 

  これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、事業民生常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「平成１８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）

の件」については、会議規則第３９条第１項の規定により、事業民生常任委員会に付託いたした

いと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、事業民生常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１０、議案第５７号「平成１８年度岬町多奈川財産区特別会計補正予算（第

１次）の件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程１０、議案第５７号、平成１８年度岬町多奈川財産区特別会計補正予算（第

１次）の件につきまして、ご説明いたします。 

  議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３５０万９，０００円を追加いたしまして、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２，４９８万５，０００円とするものでございます。 

  歳入歳出予算の概要につきましてご説明いたします。２ページをご参照願います。なお、詳細

につきましては４ページに記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  歳入につきましては、多奈川地区財産区基金を、歳出におきましては、使途といたしましては、

集会所用備品購入及び小学校遊具設置として一般会計に２２９万８，０００円、多奈川財産区有

地内整備として、谷川財産区特別会計に１２１万１，０００円を、合わせて３５０万９，０００

円を繰出金として計上いたしております。 

  以上が補正予算の概要でございます。 

  なお、総務文教委員会に付託の予定と伺っております。よろしくご審議の上、議決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け
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たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「平成１８年度岬町多奈川財産区特別会計補正予算（第１次）

の件」については、会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教常任委員会に付託いたした

いと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、総務文教常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１１、議案第５８号「平成１８年度岬町谷川財産区特別会計補正予算（第１

次）の件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程１１、議案第５８号、平成１８年度岬町谷川財産区特別会計補正予算（第１

次）の件につきまして、ご説明いたします。 

  議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出総額に歳入歳出それぞれ１２１万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２７５万２，０００円とするものでございます。 

  歳入歳出予算の概要につきましてご説明いたします。２ページをご参照願います。なお、詳細

につきましては４ページに記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  歳入につきましては、多奈川地区財産区特別会計繰入金を、歳出におきましては谷川財産区有

地内整備工事費１２１万１，０００円を計上いたしております。 

  以上が補正予算の概要でございます。 

  なお、総務文教委員会に付託の予定と伺っております。よろしくご審議の上、議決賜りますよ
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うお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「平成１８年度岬町谷川財産区特別会計補正予算（第１次）の

件」については、会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教常任委員会に付託いたしたい

と思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、総務文教常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１２、議案第５９号「平成１８年度岬町水道事業会計補正予算（第１次）の

件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。上下水道部長、末原光喜君。 

○末原上下水道部長 上下水道府の末原でございます。 

  日程１２、議案第５９号、平成１８年度岬町水道事業会計補正予算（第１次）の件につきまし

て、ご説明させていただきます。 

  本補正予算の内容といたしましては、公営企業借換債の発行に伴うものでございます。今般、

地方債計画に基づいた起債許可方針が明らかになり、資本費負担等が著しく高い一定の地方公営

企業について、既に発行済みの地方債の借りかえを行い、金利の軽減を図ることを目的とする公

営企業債借換債の発行が可能と見込まれることから、本補正予算を編成したものでございます。 

  予算書の１ページをごらん願います。 
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  第２条につきまして、資本的支出の予定額を３万１，０００円増額し、３億２，７７３万３，

０００円とするものでございます。また、資本的収入が資本的支出に不足する額１億６，１２６

万２，０００円につきましても、３万１，０００円を増額し、１億６，１２９万３，０００円と

するものでございます。内容といたしましては、公営企業借換債を発行するに当たり、既に発行

済みの地方債の未償還額と発行予定額の差額を繰上償還するものでございます。 

  次に、第３条では、企業債の補正について定めております。今般、発行を予定しております公

営企業借換債については、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を定めておりま

す。 

  以上、本補正予算の概要につきましてご説明させていただきました。 

  本件につきましては、事業民生委員会に付託されるものと聞き及んでおりますので、よろしく

ご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、事業民生常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「平成１８年度岬町水道事業会計補正予算（第１次）の件」に

ついては、会議規則第３９条第１項の規定により、事業民生常任委員会に付託いたしたいと思い

ます。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、事業民生常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１３、議案第６０号「岬町立淡輪老人福祉センター条例の一部を改正する
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件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。福祉部長、芦田貴志雄君。 

○芦田福祉部長 日程１３、議案第６０号、岬町立淡輪老人福祉センター条例の一部を改正する件

について、説明させていただきます。 

  提案理由としまして、淡輪老人福祉センターに指定管理者制度を導入した本条例の一部を改正

するものでございます。 

  次ページ以降、特に新旧対照表をご参照ください。 

  第１条につきましては、（以下「センター」という。）文言を挿入し、条例構成上の整理をし

たものでございます。 

  第３条におきまして、指定管理者による管理として、町が指定管理者に行わせることができる

旨を定めております。 

  第４条におきましては、指定管理者が行う業務として、⑴高齢者の福祉向上及び町民のふれあ

いと交流を図る事業の実施、⑵センターの利用の許可に関する業務、⑶利用料金の収受に関する

業務、⑷センターの施設及び設備の維持管理に関する業務、⑸その他町長が必要と認める業務と

いうふうに定めております。 

  第５条におきまして、指定管理者の管理の期間を５年以内と定めております。 

  なお、指定管理者の導入に伴いまして、運営委員会の設置等がなくなりますので、現行条例の

第４条から第１０条までは削除ということになります。 

  続きまして、第１１条、施設、第１２条、施設の事業につきましては、文言の整理を行ってお

ります。 

  現行条例第１３条につきましては、「使用の許可」を「利用の許可」とし、文言の整理を行い、

さらに第１項につきましては、許可を受けた事項を変更しようとするときも同様とする。及び第

２項として、指定管理者は前項の許可に際し、管理上必要があると認めるときは条件を付すこと

ができるという文章を追加しております。 

  第１４条から第１７条までにつきましては、「使用」を「利用」に、「使用者」を「利用者」

に、「町長」を「指定管理者」に、等の文言の整理を行っております。 

  第１８条につきましては、「使用料」を「利用料金」というふうに文言の整理を行っておりま

す。 

  なお、さらに現行条例第２項につきましては、消費税の規定を定めておりますけれども、これ

は後に説明します別表におきまして、内税として表示をするために削除し、新たに新条例第１３
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条の２項以降に指定管理者に関する定めをしております。第２項については、センターの利用料

金を指定管理者の収入として直接収受させることができる旨の規定、第３項におきましては、利

用料金については指定管理者に前納しなければならない規定、第４項につきましては、利用料金

の額は別表に掲げる金額の範囲内で定めるものとし、指定管理者はその額について町長の承認を

得なければならない規定、第５項につきましては、前項の承認をしたときは、それを町長が公示

しなければならない規定を新たに入れております。 

  新条例第１４条につきましては、利用料金の減免措置を定めております。 

  第１５条につきましては、利用料金の還付でございますけれども、文章上の表現を一部修正を

しております。 

  第１６条には、損害賠償義務を定めております。これは現行条例で使用者の責任として使用者

の損害賠償義務を規定しておりましたけれども、今回の条例では、利用者と指定管理者双方に損

害賠償義務を課しております。 

  続きまして、権利譲渡の禁止事項につきましては文言の整理を行っております。 

  現行の第２２条、管理委託の項目につきましては、指定管理者制度を導入しますので削除にな

ります。 

  そして、新条例として、新たに委任事項として第１８条を追加し、町長が別に定める旨の規定

を定めています。 

  続きまして、別表の料金表でございます。先ほど説明しましたように、消費税を内税として組

み入れた金額にしております。さらに、備考の２として、葬儀利用料金として、従来「２万円」

だったものを「２万５，０００円」という金額に定めております。 

  なお、附則としまして、施行日を今年の９月１日から施行するものとし、第２項として、運営

委員会の廃止に伴いまして、非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部の中に、淡輪

老人福祉センター運営委員会の会長・委員の日額の金額の指定が定めてありますので、これを削

除するという規定であります。 

  本件につきましては、事業民生委員会に付託の予定と聞いておりますので、よろしくご審議の

上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、事業民生常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「岬町立淡輪老人福祉センター条例の一部を改正する件」につ

いては、会議規則第３９条第１項の規定により、事業民生常任委員会に付託いたしたいと思いま

す。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、事業民生常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１４、議案第６１号「岬町老人医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例の一部を改正する件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 住民部の白井です。それでは説明させていただきます。 

  日程１４、議案第６１号、岬町老人医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の一部を

改正する件につきまして、説明させていただきます。 

  提案理由としまして、平成１７年度税制改正により、大阪府老人医療制度に緩和措置が設けら

れたことに伴い、本条例に所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容について、ご説明させていただきます。改正条例並びに新旧対照表もあわせてご参照

願いたいと思います。 

  まず、平成１６年度１１月に老人医療費の府制度が改正され、住民税非課税世帯に属する６５

歳から６９歳までの者を対象に、医療費の負担を１割とする老人医療制度が廃止されました。し

かし、この制度改正の際、昭和９年１１月２日から昭和１４年１０月３１日までに生まれた者、

すなわちその当時、６５歳から６９歳までの者の非課税世帯である者が、７０歳に達するまでは

現行の制度を適用する旨の経過措置が、附則第２項として規定されております。 

  その後、平成１７年度税制改正におきまして、老年者の所得１２５万円以下の非課税措置が廃
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止され、非課税世帯となる所得額が引き下げられました。先ほどご説明いたしました平成１６年

度の老人医療費制度改正の際、経過措置により助成対象となっていた者の中には、今回の税制改

正の影響により、非課税世帯が課税世帯となり、老人医療制度の対象外となる者があります。こ

のような課税世帯となる所得金額が１２５万円以下の者については、引き続き現行の老人医療制

度の助成の対象とする旨の規定を、今回、附則第３項として追加するものでございます。 

  また、附則の件でございますけれども、非課税世帯の所得判定につきましては、医療を受ける

日の属する年の前年の所得によるもので、しかし、１月から６月までの場合については、前々年

度の所得となることから、本条例の施行日を平成１８年７月１日とするものでございます。 

  以上が本条例の改正の内容でございます。 

  本件につきましても、事業民生委員会に付託されるものと伺っております。よろしくご審議の

上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、事業民生常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「岬町老人医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の

一部を改正する件」については、会議規則第３９条第１項の規定により、事業民生常任委員会に

付託いたしたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、事業民生常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

  お諮りいたします。暫時休憩いたしたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。暫時休憩することに決定いたしました。 
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  暫時休憩します。再開は１３時から、よろしくお願いします。午後１時からでございます。 

（午後０時０４分 休憩） 

 

（午後１時０８分 再開） 

○和田博之議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長  皆さん方にお諮りいたします。 

  議案第５２号、専決処分をした、平成１７年度岬町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２

次）の件の中で、読み間違いがございましたので、この件につきまして、上下水道部長の末原部

長の方から訂正方をお願いします。 

○末原上下水道部長 上下水道部の末原でございます。 

  議案の説明時に誤りがございましたので、訂正させていただきます。 

  議案第５２号の専決処分の承認を求める件、平成１７年度岬町漁業集落排水事業特別会計補正

予算（第２次）につきまして、議案書１ページの減額の額を「４６９万円」と説明しましたが、

正しくは「４６万９，０００円」の減額でございます。表記については誤りはございません。訂

正し、おわび申し上げます。 

○和田博之議長 これについては、既に承認をしている部分でございますが、読み間違いというこ

とでございますから、議事録の方の訂正して、そのように承認したということで行きたいと思い

ます。よろしいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 お願いします。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１５、議案第６２号「岬町国民健康保険条例の一部を改正する件」を議題と

いたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 住民部の白井でございます。 

  それでは、説明の方、させていただきます。 

  日程１５、議案第６２号、岬町国民健康保険条例の一部を改正する件につきまして、ご説明さ
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せていただきます。 

  提案理由といたしまして、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令において、介護保険賦

課限度額が改正されたこと及び少子化に対応する医療費制度改革大綱を踏まえ、出産育児一時金

支給額を改正するため、本条例に所要の改正を行うものでございます。 

  それでは、改正内容についてご説明させていただきます。 

  改正条例並びに新旧対照表をあわせてご参照願います。 

  まず、第７条の改正につきましては、出産育児一時金の支給額を現行の「３０万円」から「３

５万円」に改めるものでございます。これは平成１７年１２月に取りまとめられました医療制度

改革大綱において、現金制度給付についても見直しが示され、出産育児一時金において、現行の

「３０万円」から「３５万円」に引き上げることを予定しております。本町においても少子化に

対応するため、医療費制度改革大綱に示されました引上額に準じ、本年１０月から３５万円に引

き上げるものでございます。 

  次に、第１６条の１２の改正につきましては、本年３月に、国民健康保険法施行令の一部改正

に基づいて、介護保険賦課限度額を現行の「８万円」から「９万円」に引き上げるものでござい

ます。ご承知のとおり、介護保険料につきましては、４０歳から６４歳までの２号被保険者は、

それぞれ加入する健康保険の保険料とあわせて納付することとなっております。本町において、

平成１８年５月現在、国民健康保険世帯における介護保険納付世帯は約２，０００世帯となって

おります。そのうち現行の賦課限度額であります８万円を超える世帯数は約１，７００世帯があ

り、これらの世帯が今回の改正規定が適用されるものと見込まれております。 

  また、今般の改正は、今後ますます高齢化が進展する中で、施行令に定める基準に改正するこ

とで、介護保険制度を支える被保険者間の負担の公平性を確保するものであると考えるところで

ございます。 

  以上が本条例改正の内容でございます。 

  本件につきましては、事業民生委員会に付託されるものと聞き及んでおります。よろしくご審

議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、事業民生常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「岬町国民健康保険条例の一部を改正する件」については、会

議規則第３９条第１項の規定により、事業民生常任委員会に付託いたしたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、事業民生常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１６、議案第６３号「岬町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程１６、議案第６３号、岬町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例につきまして、ご説明申し上げます。 

  提案理由といたしまして、水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に

関する法律の一部を改正する法律及び刑事施設及び受刑者の処遇等に関する法律が施行されたこ

とに伴いまして、本条例に所要の改正を行うものでございます。 

  改正の内容といたしましては、本条例第１条及び第２条につきましては、水防法の改正により、

水防法の適用する条項を改めておりまして、第１条中、「第３４条」を「第４５条」に、第２条

中、「第１７条」を「第２４条」にそれぞれ改めるものでございます。 

  また、本条例第８条につきましては、刑事施設及び受刑者の処遇等に関する法律の施行により、

用語を改めておりまして、第８条第１項中、「監獄」を「刑事施設」に改めるものでございます。 

  なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

  また、岬町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を、先ほどと

同じように、次のように改正いたします。第８条第１項中、「監獄」を「刑事施設」に改めるも

のでございます。 

  なお、本件は、総務文教委員会に付託と聞き及んでおります。よろしくご審議の上、議決賜り
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ますようお願いいたします。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「岬町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する件」につ

いては、会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教常任委員会に付託いたしたいと思いま

す。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、総務文教常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１７、議案第６４号「岬町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する

条例の一部を改正する件」を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程１７、議案第６４号、岬町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する

条例の一部を改正する条例につきまして、ご説明申し上げます。 

  提案理由といたしまして、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部を

改正する政令が平成１８年３月２７日に公布され、同年４月１日から施行されたため、本条例に

所要の改正を行うものでございます。 

  まず、別表におきまして、非常勤消防団員の退職報償金支給額表でありまして、同表の全部を

改めます。なお、主な改正点でございますが、同表中の分団長の欄におきまして、１０年以上１

５年未満の「２６万６，０００円」を「２６万８，０００円」に、支給額を２，０００円引き上
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げ、１５年以上２０年未満の「２万４，１００円×年数」を「２万４，２００円×年数」の基

礎単価１００円の引き上げでございます。また、２０年以上２５年未満の「２万４，１００円

×年数」を「２万４，２００円×年数」の、同様に基礎単価を１００円を引き上げ、部長、班

長の欄におきましては、１０年以上１５年未満の「２３万１，０００円」を「２３万３，０００

円」にということで、支給額を２，０００円の引き上げ、１５年以上２０年未満の「２万４００

円×年数」を「２万６００円×年数」ということで、基礎単価額を２００円引き上げておりま

す。２０年以上２５年未満の「２万４００円×年数」を、同じく「２万６００円×年数」の基

礎単価額を２００円引き上げしております。そのようにそれぞれ改めるものでございます。 

  なお、この条例におきましては、公布の日から施行することとしております。 

  また、本件は、総務文教委員会に付託と聞き及んでいますが、よろしくご審議の上、議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教常任委員会へ付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受け

たいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  それでは、大綱的質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております「岬町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の

一部を改正する件」については、会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教常任委員会に

付託いたしたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。よって、本件については、総務文教常任委員会へ付託する

ことに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○和田博之議長 日程１８、議案第６５号「監査委員の選任について同意を求める件」を議題とい
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たします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。町長、石田正弘君。 

○石田町長 日程１８、議案第６５号、監査委員の選任について同意を求める件について、ご説明

申し上げます。 

  監査委員の小坂 巍氏は、平成１８年６月３０日をもって任期満了となりますので、同氏を監

査委員に選任したいので、地方自治法第１９６条の規定により、議会の同意を求めるものでござ

います。 

  小坂氏の経歴につきましては、議案書の裏面をご参照ください。 

  氏名は、小坂 巍氏でございます。生年月日は、昭和８年１月１日のお生まれで、住所は、大

阪府泉南郡岬町多奈川谷川２６６９番地でございます。 

  経歴につきましては、昭和２３年６月に和歌山県庁に奉職され、平成４年３月までお勤めにな

っておられます。岬町におけるいろいろな役につきましては、ご参照のとおりでございます。な

お、和歌山県庁奉職中に、昭和２９年３月に和歌山県立桐蔭高等学校をご卒業されております。 

  以上でございますので、ご審議の上、ご同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○和田博之議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件は、人事に関することですので、委員会付託及び討論を略したいと思

います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認めます。 

  これより議案第６５号「監査委員の選任について同意を求める件」を起立により採決いたしま

す。 

  本件は、これに同意する賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○和田博之議長 満場一致であります。よって、議案第６５号は、これに同意することに決定いた

しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

36 



 

○和田博之議長 日程１９、報告第１号「平成１７年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書報告の

件」について、報告を求めます。 

  総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程１９、報告第１号、平成１７年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書報告の

件について、ご説明いたします。 

  地方自治法施行令第１４６条第２項の規定によりまして、報告するものでございます。 

  裏面をごらんください。 

  事業名は、障害者計画策定事業の金額３０９万９，０００円、翌年度繰越額３０９万９，００

０円、一般財源３０９万９，０００円と農業施設改良事業、あっ、失礼しました。金額の訂正し

ます。障害者計画策定事業の金額３９０万９，０００円、翌年度繰越額３９０万９，０００円、

一般財源３９０万９，０００円と農業施設改良事業２７２万円、翌年度繰越額２７２万円でござ

います。 

  以上でございます。 

○和田博之議長 総務部長の報告は終わりました。 

  ただいまから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○和田博之議長 質疑なしと認めます。 

  これをもって「平成１７年度岬町一般会計繰越明許費繰越計算書報告の件」について、報告が

終わりました。 

  お諮りいたします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○和田博之議長 異議なしと認め、本日はこれにて延会することに決しました。 

  あすから各常任委員さんには大変ご苦労さんでございますが、付託分の審議について、よろし

くお願いいたします。 

  次の本会議につきましては、６月１６日午前１０時からの全員協議会終了後、本会議を開きま

すので、よろしくお願いをいたします。 

  また、議会運営委員の皆さん方につきましては、６月１６日９時３０分、ご参集をよろしくお

願いいたします。 

  どうも本日はご苦労さまでございました。ありがとうございました。 
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（午後１時２６分 延会）
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